
 
 
 
 

 
 
 

社民党下北総支部解散！あらたに「社民フォーラムしもきた」を設立！ 
３月 13日（土）午前 10時より下北文化会館において

党総支部の解散大会とあらたに「社民フォーラムしもき

た」の結成総会を開催しました。 

 総支部解散大会では冒頭、この 10年間の物故者党員７

名への黙祷で始まりました。目時代表の挨拶に続き、来

賓として参加した旧青森県連合幹事長の斎藤憲雄氏（現

社民フォーラム青森事務局次長）より、この間の一連の

社民党組織の合流・残留問題の全国や青森県内の最終的

な整理状況や合流サイドの今後の対応などについて報告

を受けました。報告の中では昨年末 250名の党員のうち

約 90名が立憲民主党への合流を希望していること、社民

フォーラムへは 150名前後が参加する予定とのことでし

た。また、立憲民主党への入党手続きや具体的な新組織

形態などは今月末頃を目安に協議中であることなどが提

起されました。議案は全会一致で確認され、残余財産に

ついては全額を新組織「社民フォーラムしもきた」へ移

管することを確認しました。 

 引き続き開催した「社民フォーラムしもきた」設立総

会は総支部で構成した準備委員会で進行し、目時準備委

員長挨拶後、来賓として新川連合下北事務局長、能登立

憲民主党県連合幹事長代理（風間浦村議）、杉浦市議会議

員の挨拶を受けて議案を確認し、新しいステージでの社

会民主主義を目指し、自公政権を打倒することを誓い合

い満場一致で新組織を確立しました。 

「社民フォーラムしもきた」で確認された活動の指針
活動の指針 

  ・ 県組織から指示される活動の実践 

  ・ 地域の政策的な課題実現へ向けて連合や平和労組地域組織と連携した活動 

  ・ 脱原発、平和憲法擁護に向けた独自活動や地域の各種団体と連携した活動 

  ・ 対自治体政策の実現へ向けた各級地方議員との連携した活動の強化 

  ・ 反自民野党勢力の拡大へ向けた各級レベルにおける選挙活動の支援 

  ・ その他地域が抱える各種課題の解決に向けた活動 

具体的な取り組み 

  ・ 会員および友誼団体、個人への情報提供（ニュース定例発行等） 

  ・ 会の主催または趣旨に賛同する各種集会および行動への参加（核燃・原 

発関連問題、護憲平和活動、自治体政策要求等） 

  ・ 原水禁むつ市民会議活動をフォーラムとして取り込み団体会員として活動 
 当面の行動 

  ①「４・９反核燃の日」全国集会 

    コロナ禍でもあり、200 名規模と縮小し、県内集会とする。 

   ・日時 2021 年４月 10 日（土）14：00～ 

   ・場所 青森駅前公園  ※全国交流集会及び現地集会については現在のところ未定 

  ②５・３憲法を守る集会及び意見広告の取り組み 

 ５・３憲法を守る集会はコロナ禍もあり今年は屋外集会とし、終了後「9条の会」の市民集会に合流  

   ・日時 2021年５月３日（月）10：00～ 

   ・場所 青森駅前公園 

意見広告の取り組みについては後日具体的な要請文書を発送し、組織的に取り組む 
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【選任された役員】 
代 表：目 時 睦 男 

副 代 表：杉 山 鉄 雄 

副 代 表：日 土  潤 

     （県幹事兼任） 

事務局長：栗 橋 伸 夫 

会計監査：大 泉 正 志 



「社民フォーラム青森」は２月 20日に結成されました 
代表に藤田青森市議を選出！ 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《むつ市議会（３月議会）》 

杉浦議員以下、16名の議員が一般質問、うち３名が中間貯蔵共有化構想を取り上げる 
むつ市議会 247定例会一般質問は３月４日から４日間

行われました。22名中 16人が登壇しました。 

 杉浦議員は①雪対策（小型除雪機貸出制度の有効活

用）、②地域公共交通対応（今後の抜本的対策、75歳以

上バス運賃無料化とマイナンバーカード必須問題）、③中

間貯蔵施設の共用化案の報道（市長の見解等）、を取り上

げました 中間貯蔵問題では他に原田、山本議員も取り

上げたため内容がかなり重複しましたが、現時点での市

長の対応に変更もなく、『毅然と対応する、そもそも共有

化案など存在しない』とした回答を引出しました。 

野党系３議員と中間貯蔵問題を質した原田議員の質問概要 

  

  

 下北組織の設立に先立ち、青森県社民フォーラム設立総会が２

月 20日、県内各地から 24名画参加し青森市で開催されました。

下北からは栗橋と日土県準備委員が参加しました。 

 参加者からは今日までの情報不足や立憲民主党との折衝経過が

見えてこないなどいくつかの意見が出されましたが、発展途上の

組織であり未だ明確な組織の枠組みなどで課題も残っているが時

間をかけて克服していくこととして全会一致で議案を確認し、藤

田代表以下右の役員を選出しました。 

 なお、県フォーラムは事務局を青森県労働福祉会館内の青森県

平和労組会議内に設置することも報告されました。 

【選出された新役員】 

・代 表：藤 田  誠 （青森） 

・副 代 表：山 名 文 世（八戸） 

        蛯 名 和 子（青森） 

・事 務 局 長：原 子 秀 夫（上十三） 

・事務局次長：斎 藤 憲 雄（青森） 

・会計担当幹事：渡 辺 邦 弘（青森） 

・会 計 監 査：田 村 幸 康（青森） 

・特 別 幹 事：三 上 武 志（青森） 

※他に地域代表各１名（計５名） 
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団体加入する各種運動組織 

①青森県反核実行委員会 

②原水禁青森県民会議 

③憲法を守る県民会議 

④青森県九条の会 
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東通村長選挙、新人畑中氏当選！ 横浜町、大間町に続き新旧交代が実現 
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2021/3/5デーリー東北👉 

 

12年ぶりの選挙戦となった東通村の村長選挙は３月 14日、投票が行われ、７期目
を目指した現職の越善氏などを抑えて、初めての当選を果たしました。無所属で新人
の畑中稔朗氏が初めての当選を果たしました。 
 昨年 12月の横浜町の新人石橋氏、１月の大間町の新人野崎氏に続き、またもや東
通村でも新人が勝利しました。まさに３つも連続した首長選挙（無投票の風間浦村長
選を除く）で現職が僅差ながら敗れました。 
 今日的な情勢や一期目ということもあり、大きな政策の変更や独自性を前面に出す
ことは難しいですが、確実に住民は『行政の刷新』を求めている証と言えます。それ
ぞれの新人首長の今後の立ち居振る舞いに注目しながらも地域の発展を願いたいもの
です。それを期待した民意を表れだったのではないでしょうか。 
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 昨年末以来、当市の使用済み核燃料中間貯蔵施設の全
国戦力会社の共同利用構想が県内はもちろん、この構想
の成否が関西電力の老朽化原発の再稼働へ大きく関わっ
ていることが全国紙、地方紙で数多く報道されていま
す。これは福井県知事が関西電力に対して「県内の老朽
化原発の再稼働のためには使用済み核燃料を県外へ搬出
すること」を条件としているためであります。そして、
この間の電事連や経済産業省の「むつ施設の共有化申し
入れ」という事実をもって関西電力の対応を一定程度評
価しているからであります。 
 こうした一連の先走った関西電力やこれを追認しよう
とする電事連、あるいは経済産業省の姿勢についてむつ
市では様々な場面を通じて「共用化案は存在していな
い」「むつ施設は核のゴミ捨て場ではない」としてマス
コミ向けに発表しています。 

また、先の市議会でも宮下市長は３名（杉浦、原田、
山本市議）の議員にもこうした姿勢を堅持しています。
その一方でむつ市長がかなりアクティブに対応している
のに比して青森県知事は傍観するかのような態度でしか
ありません。本施設の立地協定の一当事者としてこうし
た態度は許せません。 
青森県が立地協定に踏み切った背景にある 2005年にこ

の問題に限定して開催された青森県議会議員全員協議会
で列席した当時の東電社長兼電事連会長の勝俣恒久氏
は、自民党議員の質問に対し『本施設には 2社（東電、
日本原電）以外の使用済み燃料搬入は絶対にありませ
ん。』と明言し、こうしたことが協定締結の遠因となっ
ていることは明白です。こうした点からも県知事として
もっと毅然と対応すべきであります。 

   【むつ市はこうした記者発表を３回実施しました】 
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電事連・経産省が 
共用を強要！ 

2021/3/9デーリー東北 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2021/3/4東奥日報 

 

 

 

【さすがに福井県議会は知事の先走りに NO!を突き付けました】 
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        ★県議会一般質問★ 

三村知事の資質が問われています 
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佐井産ホップのビール２１年春にも誕生 村民有志とカネク醸造（八戸）など協定 
 佐井村でホップを生産する村民有志「日本で最も小さくかわいい漁村づくり推進プロジェクトチーム」と、八戸

市のカネク醸造、地域新電力会社「青森県民エナジー」など４者は 12月 23日、「クラフトビール開発を通じた地

域経済循環促進の事業連携に関する協定書」を取り交わした。ビール造りは、村と同社が９月に締結した「美しい

村づくりの事業協力連携協定」に基づく最初の取り組みで、同社がカネク醸造と村を仲介した。カネク醸造は、同

市南郷の醸造所完成と酒造免許取得を待って、佐井産ホップの一部を活用し、ビール製造に乗り出す。早ければ来

春にもビールが出来上がる見通し。同席した樋口村長は、原材料の産地と醸造場所が県内という“地場産品”の誕

生を見据え、「地域で経済を回す効果に期待したい」と語った。（デーリー東北東北より抜粋） 


